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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 20日 (2004.2.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 第 １ の 極 性 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ の デ ー タ 線 、 お
よ び 第 ２ の 極 性 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ の デ ー タ 線 を 一 対 と す る 複 数 の デ ー タ 線 対
と 、
前 記 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 と 、
前 記 複 数 の 走 査 線 の 各 々 と 、 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 々 と の 交 点 に 対 応 し て 設 け ら れ た
複 数 の 画 素 と 、
前 記 複 数 の 走 査 線 の う ち の １ つ を 選 択 期 間 内 に 選 択 す る 走 査 信 号 を 前 記 複 数 の 走 査 線 の 各
々 に 供 給 す る 走 査 線 駆 動 手 段 と 、
前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 前 記 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に デ ー タ 信 号 を 供
給 す る デ ー タ 線 駆 動 手 段 と 、
を 有 し 、
前 記 デ ー タ 線 駆 動 手 段 は 、 第 ｋ （ ｋ は 自 然 数 ） フ レ ー ム 期 間 の 第 ｔ （ ｔ は 自 然 数 ） 番 目 の
選 択 期 間 で は 、 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 の 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 の い
ず れ か 一 方 を 、 前 記 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 選 択 し 、 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択 期 間 で は 、 前
記 第 ｔ 番 目 の 選 択 期 間 に 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 で 選 択 さ れ な い 他 方 の 第 １ の デ ー タ
線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 を 選 択 す る デ ー タ 線 切 換 え 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光
学 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の う ち 隣 合 う 各 デ ー タ 線 対 で は 、 １ 本 の デ ー タ 線 が 前 記 第 １ の デ ー
タ 線 お よ び 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 兼 用 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】



請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、
前 記 デ ー タ 線 切 換 え 手 段 は 、
前 記 第 ｋ フ レ ー ム 期 間 後 の 第 ｋ ＋ １ フ レ ー ム 期 間 に は 、 第 ｔ 番 目 の 選 択 期 間 で 、 前 記 第 ｋ
フ レ ー ム 期 間 の 第 ｔ 番 目 の 選 択 期 間 に 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 で 選 択 さ れ な い 他 方 の
第 １ の デ ー タ 線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 を 選 択 し 、 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択 期 間 で 、 前 記 第 フ
レ ー ム 期 間 の 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択 期 間 に 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 で 選 択 さ れ な い 一 方
の 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 を 選 択 す る デ ー タ 線 切 換 え 手 段 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に お い て 、
前 記 複 数 の 走 査 線 は 、 第 １ の 走 査 線 お よ び 第 ２ の 走 査 線 の ２ 本 の 走 査 線 を 一 対 と す る 複 数
の 走 査 線 対 で 構 成 さ れ 、
各 々 の 前 記 第 １ の デ ー タ 線 と 、 前 記 複 数 の 走 査 線 対 の 各 々 の 前 記 第 ２ の 走 査 線 と 、 前 記 複
数 の 画 素 の 各 々 と に 接 続 さ れ た 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
各 々 の 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 と 、 前 記 複 数 の 走 査 線 対 の 各 々 の 前 記 第 １ の 走 査 線 と 、 前 記 複
数 の 画 素 の 各 々 と に 接 続 さ れ た 複 数 の 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と を さ ら に 有 す る こ と を 特
徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に お い て 、
前 記 走 査 線 駆 動 手 段 は 、
前 記 複 数 の 走 査 線 対 の 各 対 の 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 走 査 線 の 一 方 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ｋ フ
レ ー ム 期 間 の 第 ｔ 番 目 の 選 択 期 間 お よ び 前 記 第 ｋ ＋ １ フ レ ー ム 期 間 の 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択
期 間 に オ ン さ れ る 複 数 の 第 ３ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
前 記 複 数 の 走 査 線 対 の 各 対 の 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 走 査 線 の 他 方 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ｋ フ
レ ー ム 期 間 の 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択 期 間 お よ び 前 記 第 ｋ ＋ １ フ レ ー ム 期 間 の 第 ｔ 番 目 の 選 択
期 間 に オ ン さ れ る 複 数 の 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 お い て 、
前 記 デ ー タ 信 号 は 、 Ｒ 信 号 、 Ｇ 信 号 お よ び Ｂ 信 号 を 有 し 、
前 記 第 の 方 向 両 端 に 配 置 さ れ た 記 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に は 、
前 記 Ｒ 信 号 、 前 記 Ｇ 信 号 お よ び 前 記 Ｂ 信 号 の う ち の い ず れ か １ つ の 信 号 が 供 給 さ れ 、 そ の
他 の 前 記 第 １ の デ ー タ 線 お よ び 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に は 、 前 記 Ｒ 信 号 、 前 記 Ｇ 信 号 お よ び
前 記 Ｂ 信 号 の う ち の い ず れ か ２ つ の 信 号 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 に お い て 、
前 記 複 数 の 画 素 の 各 々 は 、 容 量 性 の 電 気 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 に お い て 、
前 記 複 数 の 画 素 の 各 々 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で 駆 動 さ れ る 電 気 光 学 材 料 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に お い て 、
前 記 電 気 光 学 材 料 は 、 液 晶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 光 学 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 １ の 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 第 １ の 極 性 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 １ の デ ー タ 線 、 お
よ び 第 ２ の 極 性 の デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る 第 ２ の デ ー タ 線 を 一 対 と す る 複 数 の デ ー タ 線 対
と 、
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前 記 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 と 、
前 記 複 数 の 走 査 線 の 各 々 と 、 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 々 と の 交 点 に 対 応 し て 設 け ら れ た
複 数 の 画 素 と 、
前 記 複 数 の 走 査 線 の う ち の １ つ を 選 択 期 間 内 に 選 択 す る 走 査 信 号 を 前 記 複 数 の 走 査 線 の 各
々 に 供 給 す る 走 査 線 駆 動 手 段 と 、
前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 前 記 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に デ ー タ 信 号 を 供
給 す る デ ー タ 線 駆 動 手 段 と を 有 す る 電 気 光 学 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 デ ー タ 線 駆 動 手 段 は 、 第 ｋ （ ｋ は 自 然 数 ） フ レ ー ム 期 間 の 第 ｔ （ ｔ は 自 然 数 ） 番 目 の
選 択 期 間 で は 、 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 の 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 の い
ず れ か 一 方 を 、 前 記 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 選 択 し 、 第 ｔ ＋ １ 番 目 の 選 択 期 間 で は 、 前
記 第 ｔ 番 目 の 選 択 期 間 に 前 記 複 数 の デ ー タ 線 対 の 各 対 で 選 択 さ れ な い 他 方 の 第 １ の デ ー タ
線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に お い て 、
前 記 複 数 の 画 素 の 各 々 は 、 容 量 性 の 電 気 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 の 駆
動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ ま た は １ ２ に お い て 、
前 記 複 数 の 画 素 の 各 々 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で 駆 動 さ れ る 電 気 光 学 材 料 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 電 気 光 学 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ３ に お い て 、
前 記 電 気 光 学 材 料 は 、 液 晶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 光 学 装 置 の 駆 動 方 法 。
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